
（単位：円）

科　　　　目 当年度(A) 前年度(B) 増減(A-B)

　資 産 の 部

　　流動資産

　　　　現金及び預金 7,423,775 8,453,114 △ 1,029,339

　　固定資産

　　　　什器備品 1,900 1,900 0

　　　　電話加入権 0 0 0

　　　　敷　　　　金 1,052,880 1,052,880 0

　　　　　　　資　産　合　計 8,478,555 9,507,894 △ 1,029,339

　負 債 の 部

　　流動負債

　　　　預　り　金 174,461 230,124 △ 55,663

　　固定負債

　　　　退職給付引当金 1,892,000 1,392,000 500,000

　　　　　　　負　債　合　計 2,066,461 1,622,124 444,337

　正味財産の部

　　 　一般正味財産 6,412,094 7,885,770 △ 1,473,676

　　　　　　　正味財産合計 6,412,094 7,885,770 △ 1,473,676

負債および正味財産 合計 8,478,555 9,507,894 △ 1,029,339

財務諸表に対する注記

　　重要な会計方針

　　　　　減価償却方法　　　　・・・・・ 什器備品は定額法によって償却している。（全て償却済み）

　　　　　引当金の計上基準　・・・・・ 退職給付引当金は期末退職給与の自己都合要支給額

　　に相当する金額を計上している。

　　　　　消費税の会計処理　・・・・・ 税込方式によっている。

　　　　　重要性がないので、その他の注記は省略する。

令和7年3月31日

貸 借 対 照 表

22


